
令和６年度 第１回義務教育教科等担当指導主事研究協議会

分科会Ⅱの１

特別活動の充実
令和６年５月２日（木）

９：３０～１０：４０

第２研修室

担当：県教育庁学校教育課

指導主事 太田 英治

（内 容）

１ 自己紹介及び分科会の進め方について（１０分） 9:30～ 9:40

２ 報告（２５分） 9:40～10:05

令和５年度小学校及び中学校各教科等教育課程連絡協議会について

（小学校特別活動、中学校特別活動）

３ 情報提供（１５分） 1０:０５～1０:２0

・令和５年度 学校教育指導の重点に関する現状と課題について

・令和６年度「学校教育指導の方針と重点」について

・中学校・高等学校特別活動指導資料について（R5.5月）

・小学校特別活動映像資料 児童会活動・クラブ活動編（R６．３月）

・令和６年度中学校教育課程研修会の研究主題

４ 協議・報告（２０分） 1０:20～1０:40

・特別活動における課題について（各地区の現状）
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令和５年度小学校及び中学校各教科等担当指導主事連絡協議会報告書
【 中学校 特別活動 】

1

所 属 名 学校教育課

職名・氏名 指導主事 太田 英治

【報告書のポイント】

・小中の接続については、義務教育９年間で子供たちに必要な資
質・能力をどのように育むかを見据えた小・中学校間で連携した
取組の充実が一層求められる。
・「キャリア・パスポート」の活用については、学校として何を目指す
のかやどのように活用するかが大切である。

2

行政説明
文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官 佐藤 学

要点

・特別活動で育成を目指す資質・能力の小中の
円滑な接続
・児童（生徒）が活動を記録し蓄積する教材
（「キャリア・パスポート」）の活用に関する
学級活動（３）の指導の工夫
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3

特別活動で育成を目指す資質・能力の小中の円滑な接続

令和5年刊行

学校行事は感動して終わりでは
なく、振り返りをしなければなら
ない。そのためには、どんな目標
を立てたのかが、なければいけ
ない。

4

特別活動で育成を目指す資質・能力の小中の円滑な接続

社会に出てからも機
能する資質・能力
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5

特別活動で育成を目指す資質・能力の小中の円滑な接続

6

特別活動で育成を目指す資質・能力の小中の円滑な接続
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7

特別活動で育成を目指す資質・能力の小中の円滑な接続

8

特別活動で育成を目指す資質・能力の小中の円滑な接続
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9

特別活動で育成を目指す資質・能力の小中の円滑な接続

10

特別活動で育成を目指す資質・能力の小中の円滑な接続
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11

特別活動で育成を目指す資質・能力の小中の円滑な接続

「確実に」という強い表現
を使っている。

小学校がどのようなプロセ
スを経て、資質・能力をどこ
まで高めてきたのか、どん
なことをしてきたのかも含
めて、中学校が理解してい
ないといけない。

同一中学校区内で、特別活
動における小・中学校間の
連携がとても重要である。

12

特別活動で育成を目指す資質・能力の小中の円滑な接続

小学校に学級活
動（３）が新設さ
れたことにより、
（３）が小中高の
１２年間繋がるよ
うになった。
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13

特別活動で育成を目指す資質・能力の小中の円滑な接続

各教科の学びを束ねてい
るのが特別活動。

14

特別活動で育成を目指す資質・能力の小中の円滑な接続

職業を意識した時
期が、発達の段階
が進むほど、自分の
適性がわからない
と答えた割合が増
えている。
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15

特別活動で育成を目指す資質・能力の小中の円滑な接続

選択の幅を広
げるためには、
どのような資
質・能力を身に
つけていくか。

小中の接続をス
ムーズにするた
めのキーワード

「必要感」

→特別活動を通
して、どんなこと
を達成したいの
か、教師側の思
いがどこにある
か。

16

児童（生徒）が活動を記録し蓄積する教材（「キャリア・パスポート」）の活用に関する学級活動（３）の指導の工夫

青色の下線部のところが
中高にしかない部分

キャリア・パスポート
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17

児童（生徒）が活動を記録し蓄積する教材（「キャリア・パスポート」）の活用に関する学級活動（３）の指導の工夫

ポートフォリオは、自らの将来やキャリアを考える上で、かなり有効である

18

児童（生徒）が活動を記録し蓄積する教材（「キャリア・パスポート」）の活用に関する学級活動（３）の指導の工夫
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19

児童（生徒）が活動を記録し蓄積する教材（「キャリア・パスポート」）の活用に関する学級活動（３）の指導の工夫

・学習指導要領上は「キャリア・パスポート」という用語は記載されていない。
・上記の事務連絡において、児童生徒が活動を記録し蓄積する教材を「キャリア・パスポート」と呼
ぶと定義した。
・正式な表記は「キャリア・パスポート」である。

20

児童（生徒）が活動を記録し蓄積する教材（「キャリア・パスポート」）の活用に関する学級活動（３）の指導の工夫



11

21

児童（生徒）が活動を記録し蓄積する教材（「キャリア・パスポート」）の活用に関する学級活動（３）の指導の工夫

このような文書があると、保護
者との共通理解ができるとと
もに、教員にとってもキャリア・
パスポートの活用に対する意
識付けに繋がっている

22

児童（生徒）が活動を記録し蓄積する教材（「キャリア・パスポート」）の活用に関する学級活動（３）の指導の工夫
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23

児童（生徒）が活動を記録し蓄積する教材（「キャリア・パスポート」）の活用に関する学級活動（３）の指導の工夫

24

児童（生徒）が活動を記録し蓄積する教材（「キャリア・パスポート」）の活用に関する学級活動（３）の指導の工夫

教育活動全体または学
校外、家庭や地域の学び
も含めて、「キャリア・パス
ポート」に記載されるとい
う考え。

学級活動（３）で行う場
合には、（３）アイウの目
標をおさえた上で、その
内容に即したものとなる
ようにする。

「キャリア・パスポート」は
学習評価ではなく学習活
動であることをふまえる。
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25

児童（生徒）が活動を記録し蓄積する教材（「キャリア・パスポート」）の活用に関する学級活動（３）の指導の工夫

26

児童（生徒）が活動を記録し蓄積する教材（「キャリア・パスポート」）の活用に関する学級活動（３）の指導の工夫
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27

児童（生徒）が活動を記録し蓄積する教材（「キャリア・パスポート」）の活用に関する学級活動（３）の指導の工夫

①において、教師
が設定した「題
材」を確認するこ
と。

「キャリア・パスポート」を活用
する学級活動（３）

28

児童（生徒）が活動を記録し蓄積する教材（「キャリア・パスポート」）の活用に関する学級活動（３）の指導の工夫
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29

児童（生徒）が活動を記録し蓄積する教材（「キャリア・パスポート」）の活用に関する学級活動（３）の指導の工夫

・「キャリア・パスポー
ト」は作成して終わり
ではなく、活用をどう
するかが大切。

・学校として何を目
指していくのかと、
どのように活用して
いくのかとは切り離
せない問題 。



３ 特別活動の充実
（指導主事・太田 英治）

１ 学校教育指導の重点に関する現状と課題について

（１）自主的な態度を育てる学級活動・ホームルーム活動の工夫〔 指導項目 ア 〕

◇県内の現状と課題
小・中学校ともに、話合い活動での「合意形成」及び「意思決定」に向け、話合い活動の

充実に向けた指導が行われている。特に、ＩＣＴの積極的な活用により、児童生徒の意見を
可視化し、課題を自分事として捉えて話合い活動に取り組めるような工夫が見られた。
課題としては、合意形成や意思決定したことについて、粘り強く実践できるよう、活動を

振り返る場の設定やＩＣＴをより有効に活用する工夫、小学校での話合い活動の経験や身に
付いた資質・能力を中学校に円滑に引き継ぐことが挙げられる。

◇対 策
学級ごとの指導計画を作成し、事前・事後指導の時間を確保することで、「実践して終わり」

の状態にならないよう、振り返りを次の活動や課題解決に生かすことが求められる。
また、特別活動で育成を目指す資質・能力の小中の円滑な接続を実現するために、中学校

区における小中連携の在り方に特別活動の視点を加えるなど、９年間の義務教育で身に付け
ておくべき資質・能力の育成を目指すことが必要である。

各教育事務所の報告書から見られる主な現状と課題

東 青 現状 ・「つかむ」「見つける」「さぐる」「決める」の学習過程を意識した話合い活動が行わ

れている。（小）

・ＩＣＴを考えを整理するためのツールとして活用したり、アンケートを実施して現

状を把握したりしている。（青森市）

課題 ・現行の学習指導要領に沿った学級活動（１）、（２）・（３）の目標、内容や学習過

程の違い、各活動の指導上の留意事項等について、共通理解を図る必要がある。

・生徒や学級の実態に即した適切な課題を設定して学級の課題を解決していく話合い

活動の場を確保する。（中）

・学級活動において合意形成や意思決定して決めたことについて、粘り強く実践でき

るよう、一連の活動を振り返って成果や課題を確認する場の設定をする。

・話合い活動の事前・事後指導を丁寧に行う。

・ＩＣＴを有効に活用した話合い活動を実施する。（青森市）

西 北 現状 ・学級活動では、児童の司会グループによる進行により、話合い活動が活発に行われ

ている。（小）

・生徒の司会による話合いが行われているが、形骸化しており、実質的には教師主導

の話合い活動となっている。学級活動（２）（３）の意思決定の場面がない授業も

散見される。（中）

・学びのない授業（高校調べのみ等）が散見される。

課題 ・国立教育政策研究所のリーフレットの周知を図ること。（中）

・前年度よりＩＣＴの活用が減っている。

中 南 現状 ・司会の輪番制、国語科と関連した指導、シンキングツール等により話合い活動の充

実に取り組んでいる。（小）

・短学活の活用等、全校体制で話合い活動の充実に取り組んでいる。（中）

課題 ・各学年で取り上げる内容の重点化や内容間の関連・統合を図るなどして、全学年に

おいて全ての内容を取り扱うことができるよう、指導計画の見直しを図る必要があ

る。



上 北 現状 ・学校生活上の諸問題の解決に向けた議題の設定及び組織づくりが積極的に行われて

いる。

・学校や地域の実態に応じて、他教科とも関連させるよう学校行事が工夫されている。

（小）

・話合い活動での「合意形成」及び「意思決定」に向け、多様な話合いの形態の工夫

やＩＣＴの積極的活用が進められている。

課題 ・生育環境等が多様化する児童生徒の意欲を高めさせる工夫が必要である。

・実態を把握した上での議題の設定がなされていない。（中）

・教師のファシリテート力や問い返し、揺さぶりが必要である。（小）

・実践及び振り返りを充実させることが必要である。

・内容に合わせた合意形成と意思決定の方法の工夫が必要である。

下 北 現状 ・学級での生活上の課題や実態を踏まえながら、児童生徒が自分事として捉えられる

ような議題が設定されている。

・Google Form等のＩＣＴを活用し、児童生徒の意見を可視化することにより、課題

を自分事として捉え、主体的に話合い活動に取り組めるような工夫が見られた。

課題 ・一部教師主導の授業が見られ、話し合う必要性を児童生徒が実感できないまま、話

合い活動が行われている場合がある。

・学習課題を自分事として捉えさせるための事前準備が不足しており、思うような話

合い活動が展開できない授業がある。

三 八 現状 ・進んで話合いに取り組めるような工夫をしながら、楽しく豊かな学級・学校の生活

づくりを目指した取組が行われている。（小）

・共感的な人間関係や温かい学級づくりを目指した取組、進路に関わる取組が行われ

ている。（中）

課題 ・学級活動（１）、（２）・（３）それぞれの活動内容などをしっかりと理解した上で

の取組が行われる必要がある。

・小学校での話合い活動の経験と身に付いた資質・能力が中学校の学級活動（１）に

生かされる必要がある。

〔特色ある事例〕

［東青］

・課題の把握のためにＩＣＴを活用したアンケート実施（青森市立篠田小他）

（２）自治的な意識を高める児童会活動・生徒会活動の工夫〔 指導項目 イ 〕

◇県内の現状と課題
学校生活における諸問題の解決に向けた異年齢集団による話合い活動が行われており、児

童生徒の自治的な意識を高められるよう指導を行っている。

また、児童会・生徒会テーマを基に、学校生活の諸問題等の解決のために、学級や委員会、
総会などを通して合意形成を図り、特色ある実践を行っている学校が増えている。
課題としては、児童生徒が学校生活の諸問題に自ら気付き、解決できるよう、自発的、自

治的な活動の指導、支援に一層努める必要がある。また、児童生徒数の減少に伴い、児童生
徒の負担が重くなっている。

◇対 策
児童生徒に活動の意義やねらいを十分に理解させ、発想や創意工夫を引き出させるように

主体的に取り組ませることが大切である。また、活動に当たり、どのような力を育てるのか
明確にし、全教員が共通理解して組織的な指導体制を構築する必要がある。また、児童会や
生徒会の組織の見直しを含む、活動の在り方を検討することが求められる。



各教育事務所の報告書から見られる主な現状と課題

東 青 現状 ・コロナ禍で制限されていた活動が徐々に復活している。

・ＩＣＴを有効に活用した話合い活動を実施している。

課題 ・ボランティア活動については学校や地域からの募集であり、児童会・生徒会が主体

的に学校の課題を解決するためのボランティア活動を設定する必要がある。（青森

市）

・児童生徒の主体性は大事だが、教師の適切な指導の下、児童生徒の自発的、自治的

な活動が効果的に展開されるように配慮する。

西 北 現状 ・縦割り班などの異年齢集団による実践が多く見られる。（小）

・生徒会役員を中心とした委員会活動によって、自治的な活動を計画的に行っている。

（中）

・児童生徒数の減少を要因として、委員会活動の精選が図られている。

課題 ・小学校では高学年児童の負担、中学校では全生徒の負担が大きくなっている学校が

増えている。

中 南 現状 ・全校のスローガンや年間テーマを決め、学級活動や学校行事との関連を図りながら、

活発な活動が行われている。また、集会等での発表場面の設定や話合い活動の充実

にも取り組んでいる。

課題 ・児童生徒が学校生活の諸問題に自ら気付き、解決できるよう、自発的、自治的な活

動の指導、支援に一層努める必要がある。

上 北 現状 ・各校の規模や地域の実情に即した取組が行われている。

・生徒会活動と連動させた学校生活づくりに取り組んでいる。

・学校生活における諸問題解決に向けた、異年齢集団による話合い活動が行われてい

る。

課題 ・児童生徒が児童会活動・生徒会活動の必要性をあまり感じていない。

下 北 現状 ・地域の行事や生徒指導等と連動させた取組を行っている。

・縦割り班活動等の異年齢による集団活動や他校種間の連携により、リーダーシップ

とフォロワーシップの育成を図っている。

・生徒が主体的に課題解決に取り組めるよう、外部講師を招いての意識付けや、教師

が裏方に徹して支援するなど指導の工夫が見られる。（中）

課題 ・児童生徒の活動に、教師が介入しすぎている場合もあり、児童生徒の自治的な活動

となっていない活動もある。

三 八 現状 ・児童会（生徒会）テーマ等の決定や学校生活の諸問題等の解決のために、学級や委

員会、総会などを通して合意形成を図り、特色ある実践が多くみられる。

課題 ・児童生徒が主体となる活動にするため、児童生徒の発想や計画を生かした自発的、

自治的な活動が行われる必要がある。

〔特色ある事例〕
［東青］

・小中が合同で行うボランティア活動（青森市立甲田中学区・油川中学区など）

・子どもの祭典ボランティア活動（青森市立浪岡中）

・目指す学校を達成するための課題解決を目指す集会活動（青森市立油川中）

［西北］



・児童会・生徒会活動の一部を小中合同で実施。(中泊町立小泊小、小泊中)

［上北］

・縦割り班での地域の神社清掃、祭り参加(十和田市立四和小)

・ハートフルタイムで異年齢交流(六戸町立大曲小)

・祇園祭の山車の協力隊(野辺地町立野辺地中)

・雪かきボランティア(横浜町立横浜中)

［下北］

・保育園、小学校、中学校、特別支援学校によるスポーツ行事や清掃活動を実施（むつ市立奥内

小、近川中）

・「笑顔あふれる学校づくり」を目標として、学校生活の向上に向けて、生徒会による生徒会規則

の改定等への取組（むつ市立田名部中）

（３）児童の個性の伸長を図り、触れ合いを深めるクラブ活動の工夫〔 指導項目 ウ 〕
（小学校のみ）

◇県内の現状と課題
地域の人材を講師として活用したり、地域の伝統文化を学んだりするなど、異学年交流の
場として、地域の実情に応じた活動が見られる。
また、児童と担当教師での話合いなどを通して、児童の興味・関心を生かした活動計画を

作成している。
課題としては、小規模校ほど、児童の興味・関心に対応したクラブ編成ができないことが

多いことや、地域と連携・協働する場合に地域と育てたい資質・能力を共有する必要性が挙
げられる。

◇対 策
児童数の減少、地域人材や外部講師の確保、指導に当たる教師の体制、設備などの学校の

実態などを考慮して、指導計画を作成する必要がある。また、地域と連携する際には、育て
たい資質・能力を地域と共有することが大切である。

各教育事務所の報告書から見られる主な現状と課題

東 青 現状 ・児童と担当教師で事前に打合せを行い、児童主体の活動を実施している。

・地域人材や地域の特色を生かしたクラブ活動が実施されている。

・異年齢の児童で構成され、楽しく活動できている。

課題 ・教師の人数が限られているが、児童の興味・関心を生かしたクラブ編制に努めてい

る。

・クラブ活動の成果発表の場を設定する。

西 北 現状 ・地域の人材を活用し、クラブ活動を行っている学校が多い。

課題 ・地域と連携・協働する際は、活動を通して、育てたい資質・能力を地域と共有する

必要がある。

中 南 現状 ・異学年交流や縦割り活動の場として位置付け、高学年児童がリーダーシップを発揮

できるよう工夫している。

・外部講師を活用したり、地域の伝統文化を取り入れたりするなど、特色ある取組が

みられる。

課題 ・小規模校を中心として、児童数や教員数の不足により活動が限定されてきているた

め、施設・設備等を考慮し、児童の興味・関心に応じたクラブの設置に努める必要

がある。



上 北 現状 ・地域の人材をゲストティーチャーとして招聘するなど、校内外の資源を積極的に活

用しながらクラブ活動を運営している。

課題 ・多様化する活動内容に応じた場所や指導者の確保が難しい。

下 北 現状 ・異年齢と交流できる場としてクラブ活動を位置付けている。

・児童にアンケート調査等を実施し、児童の興味や関心を生かした活動計画や編成を

している。

・各種行事、地域人材の活用や児童が興味を持ちやすい内容を設定し、活動をより充

実させるような内容を計画している。

課題 ・特になし

三 八 現状 ・児童の興味・関心を生かした取組や、地域人材及び施設、伝統芸能など地域の教育

力・特性を生かした取組が多くみられる。

課題 ・児童自らの手で具体的な活動計画を作成し活動できるよう、適切な指導、支援に努

める必要がある。

〔特色ある事例〕

［東青］

・地域の施設を利用したプラネタリウムクラブ（青森市立堤小）

・コンピュータカレッジから講師を迎え活動するプログラミングクラブ（青森市立橋本小）

［上北］

・地域人材を活用した専門家によるクラブ活動（三沢市立上久保小）

・クラブ設立の企画、交渉、運営等をゼロから児童会及び高学年児童に行わせる取組(六ヶ所村立

南小)

（４）集団への所属感や連帯感を深める学校行事の工夫〔 指導項目 エ 〕

◇県内の現状と課題
学校行事においては、異年齢集団の取組や、小・中学校及び地域や保護者との連携による
取組、事前・事後指導に工夫をこらしている学校が多い。また、生徒会を中心として、学級
や学年の団結、全校の連帯感を深める取組を行う学校が多い。
課題としては、児童生徒が主体的に考えて実践できるよう、各行事の教育的価値やねらい

を明確にし、全教師で共通理解を図りながら、自主的、実践的な態度を育てる活動に取り組
ませつつ、事前・事後学習を計画的に実施することが挙げられる。

◇対 策
個々の行事の教育的価値を検討し精選するとともに、学級や学校、地域の実態、児童生徒

の発達の段階などを考慮して教育活動全体を見通した調和のとれた学校行事の指導計画を作
成する。また、事前・事後の指導を計画的に行い、全教職員による協力体制を確立して、組
織的・系統的に指導に当たる必要がある。

各教育事務所の報告書から見られる主な現状と課題

東 青 現状 ・新型コロナウイルス感染症の影響により制限されていた活動が、徐々に復活してい

る。

・児童会や生徒会が主体となって企画・運営する行事の工夫が見られる。

課題 ・新型コロナウイルス感染症の影響により、希薄となった地域との連携の回復に努め

る。

・新型コロナウイルス感染症の影響により、行動制限されていた児童生徒の経験不足



を解消する。

・学校行事の基本的な学習過程（「行事の意義の理解」「計画や目標についての話合い」

「体験的な活動の実践」「振り返り」）を意識し、全教職員の共通理解のもと、組織

的に指導に当たる。

西 北 現状 ・事前・事後指導を計画的に行い、振り返りを大切にしながら、活動の価値や次の活

動への意欲付けを行っている。

・地域や保護者との触れ合いを密にした学校行事に取り組む学校が多く見られる。縦

割り班を中心に異年齢集団での活動を充実させている学校が多い。（小）

・生徒会を中心とした運営により、学級や学年の団結、全校の連帯感を深める取組が

行われている。（中）

課題 ・単発的な活動で終わらず、ねらいを明確にしながら、系統的な教育活動にしていく

必要がある。

中 南 現状 ・小学校や小規模な中学校では、異年齢集団による交流が積極的に取り入れられてい

る。大規模な中学校では、学級の団結力の向上を目指した行事が行われている。

課題 ・児童生徒に行事の意義やねらいを理解させたり、短時間で効果的な振り返りの機会

を設定したりする指導時間の確保や評価の工夫が必要である。

上 北 現状 ・地域と連携した学校行事の設定や家庭への依頼、成果の周知を行う中で、学校、家

庭、地域が一体となって集団生活や学校行事の教育効果を高められるよう各校にお

いて工夫した取組がなされている。

課題 ・児童生徒の行事に対する意欲や連帯感等の二極化が見られる。集団への所属感を高

めさせるためにも、意識・意欲が極端に低い児童生徒への働きかけの工夫が求めら

れる。

下 北 現状 ・体験活動を通して、リーダーシップとフォロワーシップの育成を図っている。

・児童（生徒）総会、運動会（体育祭）、学習発表会（文化祭）において、教師が身

に付けさせたい資質・能力を共通理解し、それぞれの活動を通して、児童生徒に意

義や必要となることを理解させ、主体的に取り組めるように指導している。

・生徒会活動との関連を図り、生徒による行事の運営が実現するようにしている。

（中）

課題 ・行事の実施が目的となっており、事後の指導までを視野に入れた計画的な活動
になっていないものもある。

三 八 現状 ・児童生徒一人一人に役割や責任をもたせ、事前に目標やスローガンを作ったり、事

後に振り返りをさせたりしている。

・校種間連携や地域との関連を図った取組を進めている学校もみられる。

課題 ・児童生徒が主体的に考えて実践できるよう、各行事の教育的価値やねらいを明確に

し、全教師で共通理解を図りながら、自主的、実践的な態度を育てる活動に取り組

ませる必要がある。

〔特色ある事例〕

［東青］

・制服の良さを見つけるための全校私服の日の実施（青森市立西中）

・中体連壮行式に地域の小学校が応援団として参加（青森市内中学校区）

・義経マラソン（マラソン＋ボランティア清掃）（外ヶ浜町立三厩中）

・小中・地域合同運動会（東郡）

・松前街道ウォーク（全校遠足）（外ヶ浜町立蟹田小）



・小中合同合唱交流会（蓬田村立蓬田小・中）

・地域でのねぶた祭（外ヶ浜町立三厩中）

・津軽じょんから踊り（平内町立東小）

・修学旅行で荒馬を披露（今別町立今別中）

［西北］

・小中合同運動会及び学園祭（中泊町立小泊小・小泊中）

［下北］

・中学校区内の小学校と中学校が、体育祭や文化祭等の合同行事を実施（下北管内小・中学校）


